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特 集 新庁舎建設 新庁舎３つのポイント特 集 新庁舎建設 建設地はどこ？

新庁舎3つのポイント

※詳しくは次ページ以降をご覧ください。

　建設地は、公募市民を含む検討会議などで検討していただき、「市民体育館
を含む現庁舎ゾーン」を建設候補地として答申がありました。その後、答申
のあった区域内の関係者への説明や意向確認を行った上で建設地として決定
しました。現在、事業計画区域内の全員の方のご理解をいただいています。
　また、地質調査、境界測量のほか、庁舎の基本設計、付替え道路などにつ
いて議会の議決を得て、順次進めています。

建設地は「現敷地および市民体育館南側」 p3

　一棟集約により、分散している窓口を集めることができ、さまざまな手続
きや問い合わせが分かりやすく利用しやすくなります。現在、庁舎として利
用している面積は約8,000㎡ですが、災害対策用の機能や市民活動のスペー
スなど不足していた機能・スペースを整備します。

一棟集約、延床面積は約9,000㎡ p4～

　通常、庁舎建設は建設費の全てを市税などで賄いますが、合併市町村に対
しては、建設時に借り入れた資金（合併特例債）の返済（償還）にあたり
70％が地方交付税に上乗せされる特別な支援があります。この支援制度を活
用して市の負担を軽減します。
　市民サービスの低下や税金が上がるといった声も聞かれますが、既に約15
億円の庁舎等建設基金（預金）を積み立てており、建設時の財源計画だけで
なく、将来の償還計画についてもめどが付いています。庁舎建設が市民サー
ビスや税金に直接影響することはありません。

事業費は約49億円、国の支援を受け建設 p7～

◆
検
討
会
議
の
答
申

　
「
新
庁
舎
を
考
え
る
検
討
会
議
」

で
は
、
市
か
ら
お
願
い
し
た「
現
在

地
」、「
新
城
駅
」、「
杉
山
地
内
」
の

３
カ
所
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
委

員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
新
城
イ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
周
辺
」
な
ど
新
た
な

候
補
地
９
カ
所
を
加
え
検
討
し
ま
し

た
。
５
回
の
検
討
会
議
と
２
カ
所
の

先
進
地
視
察
を
行
う
な
ど
、
多
面
的

に
調
査
検
討
、
議
論
の
上
、
建
設
候

補
地
を「
市
民
体
育
館
を
含
む
現
庁

舎
ゾ
ー
ン
」
と
決
定
し
、
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

◆
建
設
地
の
決
定

　
「
新
庁
舎
を
考
え
る
検
討
会
議
」

か
ら
建
設
候
補
地
が
答
申
さ
れ
た
の

を
受
け
、
区
域
内
の
関
係
者
の
方
へ

答
申
内
容
の
説
明
と
併
せ
意
向
確
認

を
行
っ
た
上
で
、
平
成
24
年
３
月
に

「
現
敷
地
お
よ
び
市
民
体
育
館
南

側
」
を
新
庁
舎
建
設
事
業
区
域
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

◆
選
定
理
由

　

地
方
自
治
法
第
四
条
第
二
項
に
、

「
地
方
自
治
体
の
事
務
所
の
位
置
を

定
め
る
と
き
は
、
住
民
の
利
用
に
最

も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、
交
通
の
事

情
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
等
に
つ

い
て
適
当
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」旨
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
市
は
、
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
た

上
で
、
次
の
観
点
に
よ
り
建
設
地
を

選
定
し
ま
し
た
。

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

分
散
し
た
本
庁
機
能
を
一
棟
に
集

約
で
き
る
用
地
面
積
、
場
所
が
確

保
で
き
る
。

・
隣
接
す
る
公
共
施
設
と
の
連
結
性

が
保
た
れ
る
。

・
現
本
庁
舎
を
使
用
し
な
が
ら
建
設

で
き
、
仮
設
庁
舎
費
用
が
軽
減
で

き
る
。

・
必
要
な
駐
車
場
用
地
が
確
保
で
き

る
。

・
新
城
の
成
り
立
ち
に
関
わ
る
歴
史

的
背
景
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
地
理
的
優
位
性
を

有
す
る
。

◆
新
庁
舎
建
設
の
検
討

　
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
合
併
時
の
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
主
要
事
業
に
掲
げ
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
通
り
調
査
、

検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

６
カ
所
９
案
の
候
補
地
と
庁
舎
タ

イ
プ
、
建
設
資
金
に
つ
い
て
庁
内

検
討
し
ま
し
た
。

◇
平
成
19
年

新
庁
舎
検
討
報
告
書

学
識
経
験
者
、
各
界
代
表
者
、
公

募
市
民
の
19
人
で
候
補
地
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
度

「
新
庁
舎
を
考
え
る
検
討
会
議
」
答
申
書

法
制
度
へ
の
適
合
性
、
本
市
の
目

指
す
将
来
像
、
土
地
利
用
の
基
本

理
念
を
踏
ま
え
、
候
補
地
を
３
カ

所
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
度

新
庁
舎
検
討
報
告
書

主
な
質
問
　
と
回
答
A

Q

鳳
来
や
作
手
の
総
合
支
所
は

無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
？

　

鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
が
建

設
さ
れ
た
後
も
現
状
の
支
所

機
能
を
維
持
し
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
自
治
振
興

事
務
所
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
利
便
性
は
さ
ら
に
向
上

し
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
方
が
交
通

の
便
が
良
く
て
、
用
地
確
保

も
し
や
す
い
の
で
は
？

　

現
在
地
は
中
心
市
街
地
に

あ
り
、
公
共
交
通
機
関
、
自

動
車
と
も
に
利
用
し
や
す
い

上
、
ほ
か
の
公
共
施
設
に
も

近
く
、
利
便
性
の
高
い
地
域

で
す
。
ま
た
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
現
在
地
が
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
将
来
世
代
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
国
は
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
転
換

を
進
め
、
庁
舎
の
よ
う
な
集

客
施
設
の
市
街
化
調
整
区
域

へ
の
立
地
は
法
律
で
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。

A QA Q

建
設
地
の
選
定



広報しんしろ 4広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

特集号特集号広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro5

市
民
も
利
用
で
き
る
会
議
室
を
配
置

し
ま
す
。

◆
庁
舎
機
能

・
一
棟
集
約

　
各
種
申
請
・
届
出
・
証
明
書
の
発

行
の
た
め
複
数
の
部
署
を
訪
れ
る
来

庁
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
、
現
在
分
散
し
て
い
る
窓

口
機
能
を
一
棟
に
集
約
し
ま
す
。

　
一
棟
集
約
は
分
棟
の
場
合
に
比
べ

て
通
路
、
階
段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

ト
イ
レ
な
ど
の
共
用
部
分
や
各
種
設

備
を
集
約
す
る
な
ど
の
合
理
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
利
便
性
の
向
上

　
市
民
利
用
の
多
い
部
署
を
低
層
階

に
集
約
す
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
窓
口
や
相
談
室
を

新
た
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
玄
関

付
近
に
は
総
合
案
内
を
設
け
る
こ
と

で
、
来
庁
者
を
目
的
の
窓
口
ま
で
ス

ム
ー
ズ
に
案
内
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
連
れ
た
方
も

安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
、
授
乳

室
・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
・
子
ど
も
専

用
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
多
目
的
ト
イ

レ
を
各
階
に
設
置
し
ま
す
。

・
市
民
ス
ペ
ー
ス

　
多
様
な
市
民
活
動
を
支
援
し
、
市

民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
新
庁
舎

デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提
言

を
尊
重
し
、
１
階
に
情
報
カ
フ
ェ

（
情
報
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
）、
多
目
的

会
議
室
や
多
目
的
広
場
、
2
階
に
は

◆
新
庁
舎
基
本
構
想
策
定
の
経
過

　
建
設
地
の
決
定
に
よ
り
、
新
庁
舎

の
指
針
と
な
る
「
新
庁
舎
基
本
構

想
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
、

各
界
代
表
者
、
公
募
市
民
か
ら
な
る

「
新
庁
舎
基
本
構
想
市
民
会
議
」
を

平
成
23
年
8
月
に
設
置
し
検
討
を
重

ね
、
平
成
24
年
1
月
に
「
新
庁
舎
基

本
構
想
」
が
市
に
答
申
さ
れ
ま
し

た
。

◆
新
庁
舎
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画

　
市
は
、
基
本
構
想
市
民
会
議
か
ら

の
答
申
を
受
け
平
成
24
年
2
月
に

「
新
城
市
新
庁
舎
基
本
構
想
」
を
、

同
年
5
月
に
「
同
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

◆
庁
舎
規
模

▽
延
床
面
積　
9
，
0
0
0
㎡
程
度

▽
構
造　
　
　
鉄
骨
造

▽
階
数　
　
　
地
上
５
階
建

（
一
部
３
階
建
）

▽
高
さ　
　
　
約
24
ｍ

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

部
含
む
）

　
庁
舎
に
必
要
な
機
能
を
「
市
民
ス

ペ
ー
ス
」、「
議
会
ス
ペ
ー
ス
」、「
執
務

ス
ペ
ー
ス
」
の
３
つ
に
分
け
、「
市
民

ス
ペ
ー
ス
」
は
新
庁
舎
デ
ザ
イ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、「
議
会
ス
ペ
ー

ス
」
は
議
会
、「
執
務
ス
ペ
ー
ス
」
は

庁
内
作
業
部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
兼
用
で
き

る
機
能
は
兼
用
す
る
な
ど
面
積
の
削

減
を
図
っ
た
上
で
、
右
に
記
載
し
た

庁
舎
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
完
成
ま
で
の
流
れ

基
本
設
計
で
の
検
討

新
庁
舎
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
は
？　

　
庁
舎
建
設
事
業
を
皆
さ
ん
と
共

に
進
め
る
た
め
「
市
民
ス
ペ
ー

ス
」
の
検
討
を
、
市
民
運
営
に
よ

る
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
た
社
団
法
人
新

城
青
年
会
議
所
の
企
画
・
運
営
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
８

月
か
ら
10
月
に
か
け
、
市
民
42
人

の
参
加
を
得
て
熱
心
に
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
市

民
ス
ペ
ー
ス
を

①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

②
市
民
窓
口

③
市
民
協
働

④
産
業
振
興

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
計

５
回
の
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
参

加
者
の
思
い
を
「
市
民
提
案
図

面
」
と
し
て
ま
と
め
、
市
に
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
提
案
図
面
の
考
え
方

を
生
か
し
な
が
ら
、
基
本
設
計
の

市
民
ス
ペ
ー
ス
部
分
は
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

断面構成図

執務スペース 市民スペース

特 集 新庁舎建設 どんな庁舎なの？特 集 新庁舎建設 どんな庁舎なの？

平成24年2月策定
基本
理念 基本方針

①市民が集い市民自治の拠点とな
　る庁舎

②環境首都新城を先導しアピール
　する、先進的な環境共生庁舎

③防災拠点としての安全・安心を
　確保した人にやさしい庁舎

④地域経済活性化に貢献し、新城
　のまちと共に生きる、まちづく
　りの拠点庁舎

⑤後世に負担をかけない、機能的
　で経済的合理性に優れたスリム
　な庁舎

　
　
　
　
が
見
え
る
新
城
型
庁
舎

『
市
民
　
ま
ち
　
未
来
』

ひ  

と

新庁舎基本構想

平成24年5月策定

整備方針（検討項目の具体的な例）

・市民・議会・行政が交流できる空間の検討
・すべての人にやさしい市民窓口などの検討

・気候特性を生かした地産地消エネルギーの検討
・消費エネルギー抑制と環境対策意識向上の検討

・防災拠点としての、対策本部・行政機能の検討
・個人情報保護のためのセキュリティ管理の検討

・地元木材の効果的利用の検討
・周辺環境との調和、各施設との連携の検討

・建設段階・運営段階のコスト縮減の検討
・将来の組織再編に対応する執務空間の検討

新庁舎基本計画

基

本

設

計

実

施

設

計

建

設

工

事

新
庁
舎
完
成

【基本構想とは】
　新庁舎の目指すべき姿を「基本理念」、
これを達成するための具体的方向性を「基
本方針」として定めています。新庁舎完成
までの全過程における立ち返りの原点とな
る重要なものです。

【基本計画とは】
　基本構想で定めた内容実現のため、庁舎
機能の課題や条件などを整理し、基本設計
の段階で検討すべき対応策を「整備方針」
として示しています。

新庁舎デザインワークショップ
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特 集 新庁舎建設 どんな庁舎なの？特 集 新庁舎建設 いくらかかるの？

・
駐
車
場
配
置

　
新
庁
舎
周
辺
に
３
カ
所
・
約
１
０

０
台
の
駐
車
場
を
配
置
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
３
駐
車
場
に
は
、
屋
根

付
き
の
車
椅
子
用
駐
車
場
に
加
え
、

高
齢
者
や
妊
婦
の
方
な
ど
の
利
用
を

想
定
し
た
お
も
い
や
り
駐
車
場
を
整

備
し
ま
す
。

◆
土
地
利
用

　
９
，
０
０
０
㎡
程
度
の
一
棟
集
約

型
庁
舎
を
旧
市
民
体
育
館
側
敷
地
に

建
設
し
よ
う
と
し
て
も
、
都
市
計
画

法
の
用
途
地
域
の
制
限
に
よ
り
建
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
本
庁

舎
敷
地
を
併
せ
た
一
体
敷
地
と
す
る

こ
と
で
建
設
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
庁
舎
建
設
事
業
で

は
、
旧
市
民
体
育
館
側
敷
地
と
現
本

庁
舎
敷
地
、
さ
ら
に
こ
の
両
敷
地
に

挟
ま
れ
た
市
道
東
新
町
桜
淵
線
部
分

を
併
せ
て
庁
舎
敷
地
と
し
ま
す
。

・
付
替
え
道
路

　
市
道
東
新
町
桜
淵
線
部
分
を
庁
舎

敷
地
に
取
り
込
み
一
体
敷
地
と
す
る

こ
と
か
ら
、
文
化
会
館
前
交
差
点
に

接
続
す
る
道
路
を
付
替
え
道
路
と
し

て
整
備
し
ま
す
。

　
付
替
え
道
路
は
、
沿
線
の
関
係
住

民
の
皆
さ
ん
や
愛
知
県
公
安
委
員
会

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
安
全
に
配

慮
し
た
設
計
と
し
ま
す
。

・
庁
舎
配
置

　
車
や
歩
行
者
な
ど
の
行
き
来
の
多

い
市
道
入
船
線
側
に
庁
舎
を
寄
せ
て

配
置
し
ま
す
。

　
市
道
入
船
線
側
に
は
、
皆
さ
ん
が

気
軽
に
入
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
多
目
的
会
議
室
、
多
目
的

広
場
、
情
報
カ
フ
ェ
な
ど
の
市
民
ス

ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
す
。

・
防
災
・
災
害
復
旧
拠
点

　
新
庁
舎
は
、
大
地
震
の
際
に
も
地

震
力
を
抑
制
し
、
庁
舎
自
体
の
損
傷

を
免
れ
る
免
震
構
造
を
採
用
し
ま

す
。
ま
た
、
電
気
・
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
し
た
場
合
で
も

災
害
対
応
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
、
自
家
発
電
機
な
ど

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
備
え
た
計

画
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
新
庁
舎
は
大
地
震

の
発
生
直
後
か
ら
情
報
収
集
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
ほ
か
被
災
者
の
救

援
活
動
を
行
う
災
害
対
策
本
部
と
し

て
機
能
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

を
含
む
重
要
な
情
報
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
環
境
へ
の
配
慮

　

自
然
の
恵
み
を
積
極
的
に
活
用

し
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
創
エ
ネ
機
能
と
し
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
太
陽
光
発
電
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

省
エ
ネ
機
能
と
し
て
、
自
然
採
光
、

自
然
風
活
用
、
屋
上
緑
化
、
地
元
木

材
の
外
壁
使
用
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
基
本
設
計
に
基
づ
き
概
算
事
業
費

を
算
出
し
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
の
よ
う
な
大
き
な
事
業

は
、
内
容
も
複
雑
で
あ
り
、
総
額
で

は
事
業
の
全
体
像
が
分
か
り
づ
ら
い

こ
と
か
ら
、
概
算
事
業
費
は
、
性
質

ご
と
に
次
の
３
つ
に
分
類
し
て
あ
り

ま
す
。

①
ベ
ー
ス
事
業
費

主
に
基
本
的
機
能
（
庁
舎
の
規
模

や
品
質
に
関
わ
る
部
分
）
の
費
用

②
付
帯
・
関
連
事
業
費

基
本
的
機
能
に
直
接
関
係
し
な
い

が
、
法
的
な
要
請
に
基
づ
き
行
う

史
跡
調
査
や
外
構
工
事
等
の
費
用

③
環
境
配
慮
事
業
費

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活

用
す
る
た
め
の
費
用

※
最
終
的
な
事
業
費
は
今
後
の
実
施

設
計
で
精
査
し
改
め
て
公
表
し
ま

す
。

主
な
質
問
　
と
回
答
A

Q

ま
だ
使
え
そ
う
な
東
庁
舎
を

取
り
壊
す
の
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
は
？

　

東
庁
舎
は
設
計
方
針
と
し

て
「
大
地
震
に
際
し
少
な
く

と
も
人
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
基
準
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
大

地
震
発
生
時
に
は
、
倒
壊
は

し
な
い
が
建
物
は
相
当
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
、
業
務
継
続

が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
仮
に
継
続
し
て
使

用
す
る
場
合
に
は
、
内
外
装

や
設
備
関
係
の
老
朽
化
に
伴

う
改
修
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
大
地
震
後
に

は
こ
の
改
修
の
費
用
が
全
て

無
駄
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

東
庁
舎
に
替
わ
る
新
た
な
庁

舎
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

市
役
所
は
、
大
地
震
後
直

ち
に
災
害
対
策
の
拠
点
と
な

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

東
庁
舎
を
取
り
壊
し
、
地
震

に
強
い
免
震
構
造
の
新
庁
舎

に
一
棟
集
約
す
る
も
の
で

す
。

A Q新庁舎建設事業費
項　目
ベース
事業費

本体工事費(3,010百万円)、備品購入費、設計監理費、用地費、補償費、
旧市民体育館解体工事費など

史跡調査委託料、駐車場・一般外構・付替え道路・交差点改良工事費など

太陽光発電200kw、蓄電池320kwh、木質ペレットボイラー、外壁緑化、
井水利用、電気自動車充電設備など
※環境負荷の側面から導入の要否を検討する項目

付帯・関連
事業費

環境配慮
事業費

①

②

③

3,784

514

609

4,907合　計

説　明 概算事業費
単位：百万円

※消費税５％を含みます

新
庁
舎

建
設
事
業
費

建物内部に設置した装置
（ダンパーなど）で地震エ
ネルギーを吸収し、揺れを
低減させる

基礎と地面の間に設置した装
置（積層ゴムなど）で地震エ
ネルギーを吸収し、建物自体
に揺れを伝わりにくくする

耐
震
性
能

種　　別 耐震構造 制震構造 免震構造

概　　要

人命の
安全確保

建物の倒壊を
防ぐことは可能

建物自体の強度で地震
エネルギーを受け止める

構造・仕上材に
損傷の恐れあり

一部機能停止の
恐れあり

揺れが低減されるため
安全性が向上

構造・仕上材に
一部損傷の恐れあり

機能維持が
おおむね可能

揺れが吸収されるため
十分な安全性を確保

損傷を受ける恐れは
極めて低い

防災拠点機能としても
十分な機能維持が可能

建物の
損傷

建物の
機能維持

第１駐車場

第３駐車場 第２駐車場

ロータリー
バス停
車寄せ

正面
玄関

北玄関

市道入船線

付替え道路

文化会館・図書館

共有駐車場

線
淵
桜
町
新
東
道
市

線
号
２
船
入
東
船
入
西
道
市

線
船
入
並
町
道
市

）
通
門
手
大
（

新庁舎
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報
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し
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◆
合
併
特
例
債
の
償
還
計
画

　
新
庁
舎
建
設
で
は
、
建
設
年
度
に

合
併
特
例
債
に
よ
り
借
り
入
れ
ま

す
。
借
入
金
は
後
年
度
に
お
い
て
償

還
（
返
済
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
合
併
特
例
債
は
元
金
と
利
子

を
合
わ
せ
た
償
還
額
の
70
％
が
地
方

交
付
税
で
財
源
が
保
障
（
国
が
負

担
）
さ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
市
の

負
担
は
30
％
と
な
り
ま
す
。

　
前
述
の
建
設
時
に
借
り
入
れ
る
合

併
特
例
債
の
元
金
32
億
30
百
万
円
の

償
還
に
当
て
は
め
る
と
、
市
の
実
質

的
な
負
担
は
９
億
69
百
万
円
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
実
質
的
な
元
金
負
担
額
を
20

年
間
で
償
還
す
る
と
し
た
場
合
に

は
、
１
年
あ
た
り
約
48
百
万
円
の
負

担
と
な
り
、
市
の
財
政
運
営
の
上
で

過
重
な
負
担
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
合
併
特
例
債
の
発
行
に
伴

い
、
利
子
負
担
も
生
じ
ま
す
。
利
子

額
は
、
借
入
期
間
、
借
入
時
期
の
利

率
な
ど
に
よ
り
変
動
し
ま
す
が
、
利

子
償
還
額
に
つ
い
て
も
元
金
と
同
様

に
地
方
交
付
税
で
財
源
が
保
障
さ
れ

ま
す
。

　
　
総
合
政
策
部

　
　
　
23
‐
7
6
7
3

　
　
契
約
検
査
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
4

◆
建
設
時
の
財
源
計
画

　
前
ペ
ー
ジ
の
通
り
、
新
庁
舎
の
建

設
に
要
す
る
概
算
事
業
費
を
49
億
７

百
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
は
「
合
併
特
例
債
」
を

活
用
で
き
る
今
が
、
市
と
し
て
最
も

財
政
負
担
が
少
な
く
、
将
来
世
代
の

負
担
も
極
力
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

最
適
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の

基
金
を
、
平
成
24
年
度
末
ま
で
に
15

億
11
百
万
円
積
み
立
て
ま
し
た
。
こ

の
庁
舎
等
建
設
基
金
と
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
長
期

間
に
わ
た
り
市
民
が
利
用
し
、
市
民

生
活
を
支
え
る
庁
舎
を
現
役
世
代
・

　合併特例債は、合併した自治体が
「新市まちづくり計画」に基づいて
行う各種事業に必要な資金を借り入
れることのできる地方債です。新城
市では合併年度の平成17年度から
平成32年度までの期間に限り活用
できる制度です。
　借り入れた合併特例債は、借入期
間や借入利率に基づいて後年度に償
還していきますが、合併特例債は元
金と利子を合わせた各年の償還額
（元利償還金）の70％を毎年国から
の地方交付税で受けることができる
有利な制度で、市の財政負担を軽減
することができます。
　平成33年度以降に新庁舎を建設
する場合には、他の地方債を借り入
れることは可能ですが、合併特例債
のように元利償還金の70％を地方
交付税で措置するといった財源の保
障はありません。

将
来
世
代
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け
低

負
担
で
整
備
が
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
事
業

が
そ
の
ほ
か
の
建
設
事
業
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
財
源
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
建
設
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
積
み

立
て
て
き
た
庁
舎
等
建
設
基
金
を
優

先
的
に
充
て
、
合
併
特
例
債
で
32
億

30
百
万
円
を
借
り
入
れ
、
建
設
時
の

一
般
財
源
負
担
を
１
億
66
百
万
円
に

抑
え
る
計
画
で
す
。
こ
の
よ
う
に
建

設
資
金
確
保
に
め
ど
は
付
い
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
こ
の
財
源
計
画
は
現
時
点

で
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
方
策
で
す

が
、
市
の
実
質
的
な
負
担
軽
減
や
世

代
間
の
負
担
の
平
準
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
ま

す
。

新
庁
舎
建
設
に

係
る
財
源
計
画

TELTEL

問
本

合併特例債
メモ

特集号広報しんしろ
広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro8

新庁舎建設事業の財源計画の例

（単位：百万円）建設事業費（概算）4,907百万円

後年度負担（合併特例債の償還）3,230百万円＋借入利子

利子

地方債（合併特例債）
3,230

庁舎等
建設基金
1,511

国負担分（地方交付税）
（70%）
2,261

国の負担分
2,261百万円＋利子の70%

市の実質負担分
2,646百万円＋利子の30%

合併特例債の借入に対して利子が発生しますが、利子の70%に
ついても元金と同様に地方交付税の財源保障があります。

市負担分
（30%）
969

一般
財源
166

特 集 新庁舎建設 財源計画は？

新庁舎建設についての詳しい内容を広報7月号から掲載します。
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